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国道５７号北側復旧ルート

早期復旧に向けた二重峠トンネルにおける
ＥＣＩ方式の活用

国土交通省 九州地方整備局 熊本河川国道事務所
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１.国道57号北側復旧ルートの計画

発⽣⽇時︓前震 平成28年4月14⽇（最⼤震度7（益城町））
本震 平成28年4月16⽇（最⼤震度7（益城町、⻄原村））

震度７が２回
ゆ

震源 熊本県熊本地方
規模 マグニチュード６．５（前進）

マグニチュード７．３（本震）
主な震度 前震 震度７ 益城町

震度6弱 玉名市 ⻄原村 嘉島町 宇城市 熊本市
本震 震度７ ⻄原村 益城町

震度６強 南阿蘇村 菊池市 宇土市 ⼤津町 嘉島町
宇城市 合志市 熊本市

平成28年熊本地震発生

阿蘇地区周辺の被災状況
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国道５７号北側復旧ルートの経緯

熊本地震復旧等予備費の閣議決定を受け
ルートの精査や地質調査等を実施

2016（H28）年6月14日

概ねのルートの公表と意見募集

2016（H28）年6月28日～
2016（H28）年7月4日

ルートの決定

2016（H28）年7月6日

二重峠トンネル工事の発注手続き開始

2016（H28）年7月13日

工事（工事用道路等）の着工

2016（H28）年11月2日

二重峠トンネル工事の契約

2017（H29）年3月10日

二重峠トンネル工事の着工

2017（H29）年6月17日

国道５７号北側復旧ルート全線貫通式

2019（H31）年2月23日

2020年度

国道５７号北側復旧ルート
開通目標

震度７の地震が２回発生
大規模な斜面崩落で国道５７号が通行不能

2016（H28）年4月14日(前震)、16日(本震)

国道５７号北側復旧ルートの決定

【地域の皆様からの主な意見】
・圃場整備地域の斜め横断、分断を極力避けるなど農地等の保全に配慮してほしい
・黒川の洪水浸水想定区域を極力避けてほしい
・汚泥処理施設等の公共施設を避けてほしい
・中核工業団地とのアクセスを確保してほしい
・トンネル部は短く、自然災害に強い道路を整備してほしい 等

【ルートの考え方】
斜面崩壊箇所を回避しつつ、外輪山を通過する
トンネル延長が最短になるルートを選定
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二重峠トンネルの概要

0.3％

阿蘇市大津町

0.3％

２.二重峠トンネルにおけるＥＣＩ方式の適用

１．当該工事の目標

ＥＣＩ方式の適用について

２．ＥＣＩ方式（技術協力・施工タイプ）の適用について

① 国道５７号復旧ルートとして、二重峠トンネルの早急な
完成。

② 手戻りが無いなど、施工時のリスクを減らす効果的な
施工。

① ルートが未確定な中、災害復旧に伴う工期短縮等の最適
な施工仕様を設定するため。

② 企業のノウハウを活用して工期短縮を図るため。

総合評価落札方式総合評価落札方式

ＹｅｓＹｅｓ ＹｅｓＹｅｓ

ＮｏＮｏ ＮｏＮｏ

設計・施工一括タイプ設計・施工一括タイプ

設計交渉・施工タイプ設計交渉・施工タイプ

ＮｏＮｏ

ＮｏＮｏ

ＹｅｓＹｅｓ

ＹｅｓＹｅｓ

公示段階で十分な調査
が完了しておらず、仕様
の前提条件が確定困難。

施工者及び設計者のノウハウの活用。
施工者の設計への関与度合を総合
的に判断して、技術協力・施工タイプ
を選定。

公示段階での仕様
が未定。

設計の品質確保

よる設計が必要

設計の品質確保
又は効率的な設
計には施工者に
よる設計が必要

公示段階で

仕様の前提となる
条件が不確定

公示段階で仕様の
確定が困難

最も優れた技術最も優れた技術
提案によらなけれ
ば工事目的の達
成が難しい

技術提案・交渉方式

技術協力・施工タイプ

災害復旧事業のため、
一日でも早い工事の完
成が求められている。

技術協力・施工タイプの選定 技術協力・施工タイプの工事契約までの流れ

発
注
者

設
計
者

施
工
者

発注者を介して実施

技術提案 施工見積り

優先交渉権者選定
設計者・施工者間の調整

費用の妥当性検討
監督・検査

合意

※優先交渉者の選定や工事契約にあたっては、学識経験者による意見をいただいた。

協議・交渉（全7回）

基本設計 設計（施工者の技術提案を反映）

技術協力契
約
①

（
設
計
業
務
）

契
約
③
（
建
設
工
事
）

契
約
手
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始
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示

申
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書
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一
次
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査
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料
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提
出

技
術
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出

優
先
交
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知

（11
者
応
募
）

（8
者
選
定
）

（2
者
選
定
）

契
約
②
（
技
術
協
力
業
務
）

H28.7.13 H28.7.29 H28.9.5 H28.10.13 H28.10.22 ～ H29.2.15

契約①
H28.6.27

契約②
H28.10.21

契約③
H29.3.10

ＥＣＩ方式 価格等の協議・交渉経緯（全７回）

ＥＣＩ方式の協議・交渉

優先交渉権者、設計者、発注者による３者協議

回 日付 協議・交渉内容

第１回 H28.10.28 全体工期、工事費について
避難坑の断面拡大および先行整備による本坑複数切羽、施工機械の
高性能化・大型化、高規格支保構造の適用について

トンネルの早期掘削着手と工期短縮の検討実施について

第２回 H28.11.11 追加地質結果を反映した全体工程、工事費について
更なる工期短縮・工費軽減の検討実施について

第３回 H28.11.29 工期短縮を図るための支保パターンの提案について
（高規格支保工の採用、掘進長の変更など）

本坑の早期着手の検討について

第４回 H28.12.9 トンネルずりの運搬に関する検討について

第５回 H28.12.20 地質の変更に伴い最短工期とするための施工延長の変更について
工区延長の変更を含めた全体工期、工事費について

阿蘇工区 施工延長 １,６５０ｍ→２,０００ｍ
大津工区 施工延長 ２,０００ｍ→１,６５９ｍ

第６回 H29.1.13

第７回 H29.1.31 特記仕様書、工事費積算に伴う見積り条件について

ＥＣＩ方式による事業短縮効果

 設計と工事発注手続きを同時進行し、工事着手が半年以上前倒し
 施工者の技術提案を反映し、施工期間を１年以上短縮

詳細設計

施 工
発注手続き

詳細設計

技術提案

●標準の発注パターン

●二重峠トンネル（ECI方式）の場合

施 工

積算

発注手続き

技術協力
設計照査

契
約

契
約

契
約

設計後
積算、発注手続き開始

技術提案
設計照査

交渉

積算

設
計
照
査

設計と工事発注手続きを同時進行し、
工事着手が半年以上前倒し

【設計】

【施工】

【設計】

【施工】

舗装
設備

舗装
設備

２０２０年度
開通目標

H28.10.21 H29.3.10

施工者の技術提案を反映し、
施工期間を１年以上短縮

３.ＥＣＩ方式による事業短縮効果と取り組み
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二重峠トンネルにおける主な技術提案

①避難坑の断面拡大および先行整備による本坑複数切羽
（避難坑掘削断面積：18m2程度⇒50m2程度、本坑：2切羽⇒5切羽）

②施工機械の高性能化・大型化
（ダンプトラック：10t積⇒25～30t積、ホイールローダ：2.3m3⇒5.0m3 など）

③高規格支保構造の適用
（吹付コンクリート：18N/mm2⇒36N/mm2、ロックボルト耐力：176.5kN⇒ 290.0kN など）

ＥＣＩ方式における発注者の取組み

工事着手前
トンネル工事の早期着手、遅延リスクの排除

 用地交渉（用地買収、借地）

 地質調査、水文調査

 地元調整（トンネル掘削や工事車両通行等による騒音・振動対策）

 周辺自治体や警察など関係機関との協議

工事着手後
技術提案の履行状況及び進捗状況管理

 技術提案が確実に履行されているか進捗状況の確認

 掘削・覆工などの進捗状況管理とトンネル貫通時期の調整（工区

境の変更）

 機械・電気設備などのトンネル設備関連工事との調整（設計、工事

発注時期、工程調整）

 トンネル工事を含む北側復旧ルート事業全体の進捗状況管理、調

整

ＥＣＩ方式における発注者の取組み

湧水発生状況（避難坑）

空洞出現状況（本坑）

掘削・覆工などの進捗状況管理とトンネル貫通時期の調整（工区境の変更）

 大津工区において、小土被り対策を実施。

 阿蘇工区において、多量湧水の発生（避難坑）や空洞が出現（本坑）。

 上記により、両工区の掘削完了時期にズレが生じたため、工区境を阿蘇側に

180m変更することでトンネル貫通時期を調整。

工区境を当初計画より
180m阿蘇側へ変更

大津工区 阿蘇工区

ミルクロード交差部

ＥＣＩ方式の（発注者から見た）まとめ

 工期短縮をテーマとしたＥＣＩ方式の適用は非常に有益である。

 工事での大幅な変更や手戻りが無く、協議回数の減少や協議時間の短

縮に繋がっている。

 発注者と施工者との共通認識が統一され、スムーズに事業が進められる。

ＥＣＩ方式適用の利点

 4ヶ月程度の短い期間の中で設計・積算・発注手続きを行うため、発注者・
設計者・施工者での3者協議の調整に苦労した。

苦労したこと

 ＥＣＩ方式を活用し、技術提案により示された避難坑断面拡大・先行整備

および本坑の複数切羽による掘削を実施。

 平成29年6月の着工から約1年8ヶ月の異例の早さで貫通。

二重峠トンネルの貫通（平成31年2月23日）

更なる工期短縮策

これからの施工

 二重峠トンネルでは、現在、覆工コンクリートを施工中。

 覆工打設区間を分割し、コンクリート打設型枠であるスライドセントルを複

数使用することにより、覆工打設期間の短縮を図っている。

 トンネル以外の区間では、地盤改良、切土・盛土、橋梁上部工事を施工中。

 今後は、橋梁上部工事や舗装工事等を進め、２０２０年度の開通に向けて

全力で取り組んでいる。

４.おわりに（北側復旧ルートの現況とこれから）


